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1  	 はじめに	
	 地方創生の手段として，観光による交流人口の拡

大が期待されている．観光客を誘導させるために，

地方は「観光資源の発見・発信」と「ターゲットユ

ーザの発見」を目的とした政策を立てる必要がある．

一方で近年，ソーシャルネットワーキングサービス

（以下，SNS とする）上では手軽な情報発信を可能

としているため，消費者の消費行動においてソーシ

ャルメディアから得られる情報が影響を持つように

なってきている[1]．筆者は，低コストで迅速なデ

ータ収集ができる SNS に着目し，新たな観光資源の

発見を目的とした SNS データを用いたツーリズム・

デスティネーションの可視化を行った．これによ

り，旅行者の属性によって人気のある観光スポ

ットが異なることと，ユーザ特性と観光スポッ

トの関係を明示することができた．		

2  	 先行研究	
	 筆者はまず，観光スポットの特性を把握するため，

写真データとチェックインデータ利用して両者のデ

ータの分布図を作成した[2]．その結果，２種類の

データを使って観光地を，①旅行ガイドブックなど

で多く取り上げられる「著名なスポット」，②景色

を楽しめる「鑑賞型スポット」，③ミュージアムや

スタジアムなどの「体験型スポット」の 3 つに分類

することができた．	

次に，チェックインデータとユーザのプロフィー

ルデータを使って男女・年代ごとにチェックインデ

ータの分布を比較した[2]．その結果，女性は食事

処に，男性は建造物にチェックインする傾向があっ

た．年代の比較は，29 歳以下を青年層，30 歳以上

を中年層として比較した結果，青年層は著名なスポ

ットと鑑賞型スポット，中年層は体験型スポットに

チェックインする傾向があることがわかった．また，

写真データとユーザのプロフィールデータを使って，

男女ごとにチェックインデータの分布を比較も行っ

た[3]．女性は食事処に，男性は建造物に写真を残

しており，チェックインと同じ結果が得られること

も示した．	

最後に，収集した SNS データと旅行スポットに対

する意識は，一致しているのかを検証するために，

アンケートを行った[4]．その結果，女性はカフェ

や食事処に，男性は建造物に興味や関心があること

がわかり，分布図の成果と同様の結果が得られた．

また，男性は観光地に限らず，駅や空港，宿泊施設

など時間があるときにチェックインを残すことがわ

かった．		

3  	 写真の被写体分析	
	 先行研究では，分布図を作成するために，写真デ

ータを Flickr から抽出していた[3]．しかし，

Flickr にはツーリズム・デスティネーションの発

見に役立つ情報があるかどうかは明らかになってい

ない．そこで，Flickr から抽出した写真に写って

いるものとアンケート結果を比較し，Flickr に掲

載されているもの特徴を明らかにする．	

3.1		 写真データの抽出	

	 写真データの例を表 1 に示す．はじめに，分布図

を作成した時に抽出した写真データから，さらに

Photo	ID	を抽出する．次に，抽出した	Photo	ID

と Flickr	API を使って写真 URL を取得する．最後

に取得した URL を開き，写真を目視で確認し，Date，

Place,	Category，Contents を入力する．	

	 Category は，景色(scenery)，人物(parson)，建

物(building)，食べ物(food)の 4 つに分類する．そ

の分類方法は以下の通りである．	

1. 写真の中心に人が写っている場合は person		
2. 写真の中心に食べ物や食事処が写っている場合

は food		

3. 写真の中心に食事処以外の建物が写っている場
合は building	

4. 室内の写真は building		
5. これらを満たしていない場合は scenery	
	 Contents は，その写真の中心に写っているもの

を記述する．	

3.2		 写真データの分析	

図 1 は，抽出した写真データのうち，Category の

割合である．このグラフから，景色(scenery)を撮

影している人が約半数いること，次いで建造物の写

真を撮っている人が多いことがわかった．	

	

表 1	 写真データ
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	 図 2 は，我々が旅行に対する意識調査をするため

に行った，アンケート結果である[4]．この結果か

ら，3 人に 1 人が風景の写真を撮っていることと，

4 人に 1 人が人物や食べ物の写真を撮っていること
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がわかった．	

	

	
図 1	 写真データの Category の割合	

	

	
図 2	 アンケートの結果	

	

	 これら２つの結果を比較すると，Flickr には他

の人よりも風景や建造物の写真が多くあることと，

食べ物や人物の写真があまりない傾向があることが

示唆された．	

3.3		 Flickr	User 個人の動向調査	

	 表 2 は岩手県の写真を多く取っている Flickr ユ

ーザの一覧であり，図 3 はこれら 5 人のデータを色

ごとに Google	Maps 上に表示したものである．図 3

から，データは盛岡エリア，平泉エリア，沿岸エリ

アの 3 つに集中していることがわかった．また，各

ユーザは特定のエリアで多くの写真を撮影・投稿し

ていることもわかった．このことから，Flickr に

写真を多く投稿している人は，ある特定の場所で多

くの写真を撮影していることが示唆された．	

	

表 2	岩手県で多く写真を撮っている Flickr	ユーザ	
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図 3	 ユーザごとのデータを表示した地図	

	

4	 おわりに	

	 本研究では，今までの研究に使用していたものよ

りもさらに詳しい写真データを収集し，それらの写

真の被写体を分析することにより，Flickr の特徴

を探ることができた．その結果として，Flickr は，

一般の人よりも風景や建造物の写真が多く掲載され

ている傾向が高く，人物や食べ物の写真はあまり掲

載されていないことがわかった．また Flickr ユー

ザはある特定の場所で多く写真を撮る傾向があるこ

とがわかった．今後は他の SNS 利用ユーザの行動分

析も行い，新たな観光資源の発見に役立つデータを

収集する予定である．また，時期などを考慮した地

図を作成し，新たな観光資源を発見できるような地

図の作成を目指す．		

	 本研究は JSPS 科研費 15K01950 の助成を受けたも

のです．	
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